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「新学力観」に おける情報 リテ ラ シ ー
教育に つ い て の 省察

　　　　一演繹 ・帰納能力の 養成 と数学カ リキ ュ ラ ム の 問題一

Consideration　on 　lnformation　Literacy　Education

　 in
“

New 　Scholarly　Attainments　Philosophy
”

− Training　on 　Deductive　and 　lnductive　Ability　and 　Problems

　 　　 　　 　 in　Mathematical　curriculums 一

辻本　篤
＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要旨

　1998年7 月の教育課程審議会の答申を受け，コ ン ピ ュ
ーター等の情報手段の 活用 は一層推進され ，

特に 高等学校に お い て は 教科 「情報」が 必須科 目 と な り情報 リテ ラ シ
ー

教育 は 今後盛 ん に なる。こ

の 様 な 旧文部省 が 発表 した 「新学力観」 に は 「問題解決的 な 学習 の 充実 に より論理的思考 力や ，自

己表現的 ・惜報発信的主体の 育成」が 謳 われ て い る が ，
一

方 で は 初等
・
中等教育等の 現場 で は演繹

能力 ・帰納能力の 養成が 望め る図形 ，幾何教育に つ い て は 内容の 大幅な削減が 指導時間 の 削減 とと

もに 実施 さ れよ う と し て い る。根源的 に 情報 リテ ラ シ
ー

教育 は そ の 性格上 ，論理演繹的 また は 帰納 ．

的思考能 力が必要 とされ るが ，今回 の 数学 カ リキ ュ ラ ム の 部分的削減 は ，情報 リ テ ラ シ ー教育の醸

成 に反す る方策 で はな か ろうか。

Atsushi　TSUJ 工MOTO
＊

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Abstract

　Following　the　draft　report 　submitted 　in　July　1998，　Infommation　Means 　something 　like　computers 　will

be　more 　promoted　and 　especially 　in　high　schools 　
t‘lnformation” curriculums 　are 　going　to　be　required

subjects ．　And 　Information　Literacy　Educa廿on 　will 　be　prosperous 　one ，
“
New 　Scholarly　Philosophジ

like　this　made 　public　by　Ministry　of 　Education　declares　the　concepts 　which 　shows 　the　fostering　the
way 　ef 　logical　thinking　and 　creating 　students 　of 　self −expresg．　ing　or　sending 　information．　But　in　the　other
side

，
　the　scene 　in　the　primary　and 　middle 　education 　the　geometrical 　figure　educations 　which 　are

expected 　promoting 　deductive　and 　inductive　ability 　are 　steeply 　reducing ．　Potentially，　Information　Liter−

acy 　Education　requires 　deductive　and 　inductive　abihty 　considering 　its　quality，　But　the　steep 　reduction

血 mathematical 　education 　is　against 　concepts 　of　producing 　Infomユation 　Literacy　Education．

1．は じめに

　メ デ ィ ア ・リテ ラ シ ー教育 にお い て ，昨今 コ ン

ピ ュ
ータ ーの 操作能力に つ い て議論 され る場面 が

多く見られ るが ，今後 この教育環境の 整備に関 し

て検討を進め るな らば ，それは単に情報機器 を使

＊　 　 東京大学大学 院人文社会系研 究科

　　 Graduate　School　of　Humanities　and 　Sociologtr　Tokyo　Uni−

　 　 versity

い こ なす能力 を要請す るもの だけで はなく，旧文

部省が発表 し た 「新学力観」の 目標設定に基づ け

ばそれ は個人の 情報発信の 能力養成 まで 射程 に 入

れて検討 されな くて はな らない 。

　様々 で膨大な情報が錯綜す る現代の 情報化社会

にお い て情報の 媒体 に対 して 批判的思考 を養成す

るため の 教育形態つ い て の 提言 は比較的昨今多く

見 られるが ，本稿で は中等教育就学学生の 論理演

繹 ，帰納能力 をもとに ，い か に 自己表現 的に個人

情報 をネ ッ トワ
ー

ク上 に発信 させ て い くか ，また
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そ の 様な既 に 「新学力観」に 謳わ れ て い る自己 表

現 的
・
情報発信的個人 主体を育成 するに お い て来

る情報教育の上 記の様な批判以 外に従来の 教育制

度及び ，今後の 教育課程審議会に よる教育 カ リキ

ュ ラ ム の変遷に対する批判を中等教育就学学生の

論理 演繹 ・帰納能力の 養成過程 をもとに検 討 して

い きた い と考えて い るが ，本論に 人 る前に ．こ こ

で情報 リテ ラ シ ーの
一

般的認識 と ，筆者な りの 定

義と記 してお きた い 。

　一般的認識 と し て の 情報 リテ ラ シ ーとは 「パ ソ

コ ン お よび情報 シ ス テ ム を利用で きる能 力 （コ ン

ピ ュ
ータ ー ・

リ テ ラ シ ー） と ，業務 で 情 報 を読

み ・書 き ・活用す る能力 （ビジネ ス ・リテ ラ シ
ー
）

を含めた広 い 概念 を持 っ て い るが ，筆者 は ，情報

リテ ラ シ ーとは ，情報の 意味解釈 ，つ ま り認知心

理学が取 り扱 っ て 来 た 「問題解決過程」に 必 要な

論理演繹的 ，または帰納的能力 と設定す る物 とす

る。

2．情報 ・メ デ ィ ア ・リテラ シーとは

　情報化社 会と 言われて 久 し い 。現在その 時 々 の

情報 をコ ン ピ ュ
ータ ー ・ネ ッ トワ ーク を介 して 受

容 し ，判断 を下 し選択 し た結果 を自己編集 し なが

ら，また経験 を積み重ね なが ら独 自に知識 と して

自己体系化 ・構造化 し，特定の 状況に 対 して い か

に 対処 し ，い か に 行動 ・実践 い けば い い の か とい

う非常に難解な予測 と判断 は今後多分 に求め られ

る ス キル で あると考 え られ る。

　伊籐 （1995）は 「情報」 をシ ャ ノ ン に始 ま る自

然科学 ・情報科学の 情報概念 との 実質的 な関連性

を意識 しつ つ ，社会 にお ける情報過程の 特質 を浮

か び 上 が らせ ，社会情報過程 の 中の 情報 を狭義の

意味で 「不確実 な状況 の 下で の行動 ・選択 ・判断

に用い る知 らせ 」 と定義 して い る。 情報過多 の 現

代の 社会環境の 中で ，また膨大 に存在する選択肢

の 中で 如何 に複雑 多岐に わた る情報 を自d 決定の

下で 認識 ・
採択する か は ，その 様 な昨今の 背景 か

ら も今後個人の情報認識能力に寄 る所は非常に大

きい と考 えられ る。

　 その 様な状況 の 中 ，
一般 的教 育過程 の 下で は

「メ デ ィ ア
・
リテ ラ シ ー

」な る概念が最近注目を集

め つ つ あ る。水越は もともと 「リテ ラ シ ー」と い

う考え方は 「読み書 き能力，識字能力」を意味す

る もの と規定 し て お り，それは文字 を用い た言語

能力で あ り ．近代化 に 遅れた諸国に おける文盲率

の 解消 などとい っ た啓蒙主義的な実践活動 に関係

付け て語 られ る事が多か っ た と述 べ
，

また
一

方で

近年の 情報化の 進展 に伴 い ，コ ン ピ ュ
ータ ーや ネ

ッ トワ
ー

ク をは じめ とする様々 なメ ディ ア機 器が

生活文化，学校教育の領域に 浸透 し始め る と，こ

れ らの 新 しい メ デ ィ ア に対する リテ ラ シ ー教育の

必要性 が必要 にな っ て きて い る と指摘 し ，「メ デ ィ

ア ・リテ ラ シ ー
」概念の 流布状況 に つ い て 言及 し

て い る 。

　 こ れ は例 えば コ ン ピ ュ
ータ ー機器 を一

つ の 新規

メ デ ィ ア と考 え た時，その機器を使 い こ なす個人

的能力の 必要性が指摘 される もの で あろう。また

その 新規 メ デ ィ ア 間の ネ ッ トワ
ー

ク を通じて の 情

報社会 に対 して の 個 人的情報発信能 力は ，また 1司
時に求め られ る総合的ス キル で ある と考 えられ る 。

マ ク ル ーハ ン は ，か つ て そ の 著書 『メ デ ィ ア 論』

の 中で 「文化的に不利な子供」につ い て の 議論 を

展開して い た 。

　それ は 「テ レ ビ」 と い う メ デ ィ ア 環境に 統合化

された子供達 は ，テ レ ビと い う低視覚指向性と高

参加性を強い る新 しい 環境を提供 し た もの と し て

は画期的 メ デ ィ ア で あ る と評価する
一方 ，そ こ に

は学生主体 の 関与 して い く手段を見つ け る事は 出

来 な い と批判 して い る。つ ま りこれ は 「テ レ ビ っ

子世代」の 様な過剰な電 子 的情報環境 に確認で き

る様な ，消耗品 と して の 電子情報の
一

方的受容環

境の 中で統合化され ，成 長 しつ つ ある子供世代 に

対 して ，自立 的情報 判断能力 ・情報発信能 力の 逓

減化が あ る指摘 と して 確認で きる文脈で あろう。

　 また これは 粉川 が電子的情報環境 に対 して ，人

間の 神経回路 を突発 的な過剰 な刺激 に対 して全 く

無防備に し て し まう危険性を考 え る思考ま で 危惧

しな くとも，こ の 様 な世代 間の 対メ デ ィ ア 接触性

の 相違 を考慮する と ，情報 と い う物に 対する自己

的認識と判断
・
発信の 一連の 過程 を実践に移 そ う

とするその 瞬間に求め られる論理 演繹能力または ，

帰納法 的能力 の
一層 の 必要性 は 今 ま で 以上に 求 め

られ る 。
こ の 様 な新 し い 世代の 子供は ，

　一方 的な過剰情報供給環境の 下で 自己情報の 発

信機会は おろ か ，特定の 情報 に対する自己 反省 的
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過程を実践する猶予 も与 え られずに成長 して い く。

昨今の
一

般 的に認識 されて い るこ れ らの 状況 は ，

今後
一
層危惧される物で あろう。

　 こ の 様 に 最近情報化をめぐ っ て か わ され る議論

の 中で メ デ ィ ア ・リ テ ラ シ ーな る言葉は我 々 の 日常

生活の 中で 接触 を余儀な くされ る機会が実際増 え

て きて い る と考えるべ きで ある 。 言葉の構成か ら

考 えれば ，総括す るとメ デ ィ ア
・

リテ ラ シ ー
とは

「様々 なメ デ ィ ア に対する リテ ラ シ ー
」と考え られ

る。

　文章 を読み 書 きする際に必 要と され ，発揮され

る様々 な能力を読み書 き能力 と総称す るの で ある

と既 に指摘 して きた が ，こ こで は
一

歩進ん で先進

的 メ デ ィ ア で あ る コ ン ピ ュ
ーターに お ける情報 リ

テ ラ シ ー
につ い て の議論を展 開 して い きた い と思

う。

3．来る情報教育に つ い て

　最近 日本の 学校の 情報教育政策の 下で は 「情報

活用能 力」とい う概念 が流布 して い る 。 これは そ

もそ も臨時教育審議会第二 次答 申で 出 された もの

で あ り，「情報及び情報手段 を主体 的に 選択 し
， 活

用 して い くための 個人の 基礎 的資質」 と し て 定義

されて い た もの で ある。

　さら に 1997年 10月に 出された 「情報化の 進展に

対応 した初等 ・中等教育 に お ける情報教育の 推進

等に関する調査研究協力者会議」に よる 「体系的

な情報教育の 実施 に 向けて 」 とい う報告書 で は ，

「情報活用の 実践力」， 「情報の 科学的な理解」，「情

報社会に参画 する態度」 とい う内容 に整理 され て

い る 。
こ こ で注視 され るべ きは その 中で も 「情報

社会に参画する態度」であ ろ う。

　 1998年 7 月の 教育課程審議会の 答 申を受 けて コ

ン ピ ュ
ー

タ
ー
等の 情報手段の 活用 を一層推進 し ，

高等学校で は ，教科 「情報」 が A ・B ・C と分類

され必須科 目に位置付け られ る様 に な る。高等学

校の 情報教育に関して は ，平成 15年度か ら一斉に

実施 され る予定で あ る 。 旧文部省の 情報教育に 関

す る定款の 中で ，情報の収集 ・発信と情報機器 の

活用 の 項目が あ る 。
こ の 中で は 「情報通信 ネ ッ ト

ワ
ーク や デー

タ ベ ー
ス な どの 活用 を通 じて 必要 と

する情報 を効果的に検索 ・収集す る方法 を取得 さ

せ ，情報 の 発信 と共有 に 適 し た情報 の 表 し方や ，

情報 を効果的に発信 した りする事が必 要で ある と

い う事を理解させ る 。」と い う項目が謳われて い る。

　更に第 3款の部分 にお い て 「各科 目に わた る指

導計画の 作成 と内容の 取 り扱 い 」の 中で は，各科

目の 目標及び内容等に即 して コ ン ピ ュ
ータ ーや情

報通信 ネ ッ トワ ーク な どを活用 し た積極的に取 り

入 れ ， 原則と して 「情報 A 」で は総授業時間数の 2

分の 1以上を 「情報 B」及び 「情報 C」で は総授業

時間数の 3分の 1以上 を実習に割 り当て る事と し て

お り，情報認識 に 対す る理論 的学習過程よ りも実

践的活用能力 を養成する旨が 強く現 われて い る と

考えられる。

　 これは高等学校ま たは大学を修 了 した後 ，社会

に で て就業 した場合，否応無しに適応 ， 操作 を余

儀無 くされ るで あろ う情報環境に対す る，徹底 的

な準備 を整備す る事を意味す るもの と考えられ る。

今回の 改訂の 基本的 なね らい と し て 「自ら学び 自

ら考 え る力を養成す る事」 とい う項 目が加 え られ

て い る 。

　それ は各教科及び 「総合的 な学習の 時間」で体

験的 な学習
・
問題 解決 的な学習の充実や 各教科で ，

論理 的な思考力や表現力の 育成 を重視す る傾向が

確認 で きるが ，上述 した平成 9年 10 月に 発表 され

た報告書 に象徴的に集約 される様 な コ ン ピ ュ
ー

タ

ーや情報通信 ネ ッ トワ ー
クなどを活用 した学習環

境の 整備の 意向 と照 らし合 わせ ば，今後学生個人

レ ベ ル で の 積極的な情報収集 ・解析 ・編 集 ・自己

情報の発信を経験的認識プ ロ セ ス を経て ，あくま

で 論理 的思考力 を養 い なが ら，自己反省的に 問題

を解決 し て い く道筋 を選択 し て い か な ければな ら

ない
。 これは厳 しい 状況 を迎 え る事を示唆す る物

で あると理解で きる 。

4．「コ ー ドと しての 情報」の収集 と認知心理 学に

　よ る裏付け

　今田 は ，近代社会は効率 と合理性を重ん じる機

能優先の 社会作 りを進め ，人間の 重要 な営み で あ

る意味充実の 問題 をな い が しろに し て きた と批判

的 に論述 して い る 。
つ ま り現在 の 情報化社会 は実

在 を伴わな い 記号の 総称の 世界に 我々 は 包 まれて

生活 を築 き上 げつ つ あるとい う思考に 近づ き つ つ

123

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



Japan Information-Culture Society

NII-Electronic Library Service

Japan エnformatlon −Culture 　 Soclety

ある と い う議論 を提供 し て い ると
， 本稿で は慎重

に認識 される べ き文脈で ある。

　具体的には今田 は か つ て ボー
ドリア

ール が こ の

様な状況 を 「ハ イ パ ー ・
リア リ テ ィ

ー」 と現象学

的定義を行 っ た内容の 中で触 れ，ハ イパ ー ・
リア

リテ ィ
ーの 世界は コ ー

ドと シ ミ ュ レ
ーシ ョ ン に よ

っ て生 成 され るシ ミュ ラ
ー

ク ル が支配す る ，言わ

ば 「虚構」の 世界で包 まれつ つ あ ると述べ て い る。

　つ ま りこれ まで近代社会は モ ノ や ヒ トの 処理 に

関す る効率化 ・合理化 を進め て き たが ，現 在は そ

れが シ ン ボル 領域 に まで及び つ つ あ る と し，現在

進行 して い る高度情報 化は シ ン ボ ル の 伝 達 ・蓄

積
・処理の 効率化 を進め る制度 的装置作 りで ある

と して い るの で ある。

　こ の 様な　般 的意味 空間に 対峙 し 自己の 認識的

領域 を豊か に して い く機会が減少 して い る昨今で

は ，コ ン ピュ
ー

タ
ーを目の 前に して 「情報」 なる

もの を 「意味情報」 と して 経験 的に 自己集積 させ

て 思考 を論理的 、演繹的に展開 ・発展 させ て い く

事は今後困難 をきわめ る作業で あ ると推察され る。

また コ ン ピ ュ
ー

タ
ー ・ネ ッ トワ ーク が もた らした

情報環境の 高速化は 凄まじ く，それぞれの 惜報 を

その都度入念 に解釈す るその 行た め自体の 実践 が

困難に な っ て きて い る。

　私 達がある特定の 問題 を最終的な解決の プ ロ セ

ス へ と導 く際に ，特定の 情報 をキーワー ドと して

コ ン ピ ュ
ータ ー ・ネ ッ F ワ

ー
ク を介 して 収集 しよ

うと試み る。

　 あ くまで 自身は 特定 の 状況 や場面設定 を忠実に

頭の 中で イ メ
ージ ・シ ミ ュ レ ーシ ョ ン しなが ら検

索エ ン ジ ン に キ
ー

ワ
ー ドを入 力す る の だが ，結果

コ ン ピ ュ
ー

タ
ー画面上 に表示 され る の は ，何 千，

何万 と い っ た作業主体 自身 が全 く想定 も して い な

か っ た ，失笑 して し まう程見当違い の場面設定か

ら断片的に抽出 された概念 まで もが ，うね る様な

検索結果の 膨大 な情報の 中に多 く含まれ て い た と

い う事 は，誰 もが経験 して い る事で あ ろ う 。
これ

は コ ン ピ ュ
ータ ーとい う計算機 が キ

ー
ワ
ー

ドに象

徴的に認識 され得 る 「特定の 場面設定」 や 「特定

の 状況」まで は確認出来な い と い う技術 的限界 を

露呈 する もの で あ り，言わば 「意昧情報」の 収集

活動 と い うよ り も 「コ ー ド化 された情報」 を収集

す るだ けの 断片的，抽象的な作業過程 だ けを実践

する機械で ある と理解 される もの で あろう。

　あ くまで そ れ らの 無味乾燥的 1青報 を作業主体 自

身 の 「命題」 に照 ら し合わ せ て 切 り張 り し ，「点」

と 「点」を念 入 りに結び あわせ る作業 は ，最終的

に は作業者個 人の 負担と し て 跳ね 返 っ て くる の で

ある。こ の 様 な認識 を切 実な 問題 と して 解釈 し て

い な い 個人に と っ て は ，こ れ らの 便利 な コ ン ピ ュ

ータ
ー ・ア プ リケ

ー
シ ョ ン は 自 ら考 える事 を間接

的 に放棄 させ 、また 問題の 所在を特定の 結論 か ら

導 き出す ため に
， 論理 演繹的または帰納法的側面

か ら，自身で 捉 え治す必 要 を気付が な くさせ る も

の で あ るか もしれない 。

　一般 的心理学研究の 分野で は ，あ る問題設定の

下 で前提が真で あ る時 ， 必ず真 の 結論 を導 く演繹

規則が ある様 に ，帰納推論 に もしか る べ き前提の

下で確証度 を高め る推論規則が ある と されて い る 。

例 えば統 計的
一
般化の 規則に従 えば ，結論の 主張

を満た す前提数が大 き い程 ，結論の 蓋 然性は増す。

ま た 関連性の 規則 に よれ ば前提 と結論 の が 関連 し

て い るほ ど結論が もっ ともら しくなる とい う．

　逆に い えば ，前提 に結論の 主張 と無関係 な情報

が 含まれ る とそ の 論証の 結論の 確証度は低ま る と

されて い る 。
こ の 様 な指摘 は

， 人間 と情報環境 を

取 り巻 く状況 をも饒舌に語る もの で あ ろ う。

　 つ ま り自ら コ ー
ド化 された洪水の 様 な情報の う

ね りの 中か ら批判的分析作業の 下に 自己的 に 意味

情報 と し て デ ータ をロ∫能な限 り抽出 し，特定の 問

題設定の 枠組み の 中で 論理演繹的に結論 へ 向けて

自己表現に取 り組 まな くて はな らな い
。

　 また そ こ で は情報 に 対する批 判的読み が浅けれ

ば，論証の 結論の 主張 つ ま り自己表現 の 確証度 は

低まる と結論付け ざるを得な い
。

　 こ こ で 個人の 思考能力 とは何か 確認 し て い き た

い 。思考研究は 1970年代 に認知心理 学が勃 興 して

き て 以来 ，新 た な枠組み を構築 しつ つ 発展 し て き

た が ，その 中で も特に 「問題解決 （問題設定 も含

む ）」過程に研究者は大きな関心 を寄せ る様 にな っ

て きて い る。こ の 過程 をもう少 し詳細に確認 し て

み る と ，  状況把握 ，   問題設 定，  解法探索 ，

  解法適用 ，  解法吟味 ，  解法表現 な どの 段階

に分 け られ る 。 こ れ らの 思 考過程は 一
直線 に 進む

訳で は な く試行錯誤 を繰 り返 しなが ら紆余曲折 し
，

解決者 に と っ て よ り正 しい 方向 を見 い 出 し つ つ ，
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段階を進んで い くと認識されて い る 。

　 また 日常的特性 に つ い ての議論に おけ る論理 構

造特有の 必然性の 問題 と して論理的思考体系 と い

うもの は ，
…
般的に子供に お い て 生得 的で はな い

と い う状況が あ る 。

　 ピ ア ジ ェ （1968）は子供が どん な に単純な推論

に対 して も驚 くべ きほ ど無関心で あ っ た状況か ら

は じまっ て
，

一歩一歩段階 を追 っ て 特殊な意識状

態 ，つ ま りもしp が真実で ある （A＝B で ，B＝C） な

らq は必然的に真実で ある （A −C） とい う論理的必

然性 を特徴づ け る意識状態 を経験す るに至 るの を

説明す るの に ，その 様 な論理 的必然性 を物理的経

験 か ら引き出され た もの だとみ な し ，対象に対す

る働 きか けをきっ かけと して の み作 られ ると して ，

論理 的操作 の 起源は活動そ の もの に ほ か な らず ，

また当然その 活動 は対象 に適用 され る時の み生 じ

得るの だと い う事実を強調 して い る 。

　つ ま り論理 とい う もの は純粋な言語的陳述 ，
つ

ま り 「命題 」に適応 され る以前に対象に対す る実

際的な取 り扱い の 中で 体制 化 され る と い う事 を

「具体的操作」の 環境 にお い て獲得 され るもの で あ

る と して い るの で ある 。

　 こ れ らの 一連 の 論述は現 代の電 予的情報環境 の

下で は ，情報に対する批判的読み の 作業 を経 た上

で更 に解析 ・編集 ・発信作業を統合化 され た形 で

「主体的な経験構造」を構築 して い か な ければ ，自

身 に よる問題解決型の 思 考能力は養成 される事は

困難に な っ て くる と い う事を示唆す る もの で ある

と理解され ，実践的な教育現 場にお い て の 情報 に

お け る段階的な 「必然 的な場面設定」が カ リキ ュ

ラ ム構成 にお い て求め られ ると切実 に考 え られ る。

　 また これ は ，
一般的に社会情報学に お い て昨今

主張 される様な ，あ くまで情報の 「受 け手」 に よ

る批判的情報解釈能力の 議論 まで で は な く，自己

情報の発信作業に至 る
一連の過程まで ，そ の 個人

的資質 を養成 されるた め に配慮 され るべ き カ リ キ

ュ ラ ム構成が求め られる提議で あ ろ う。

5．問題解決能 力の養成の た めの カ リキ ュ ラ ム作

　り の 要請

　吉 見は ，ウ ォ
ータ ー ・

オ ン グ の 功績と して マ ク

ル ーハ ン （1987）の 諸 メデ ィ アの 発展段階をさ ら

に緻密に分析 ・展開する論点を提供 して い ると し ，

その 中で 「口 承の 文化」の次 に受 け継げられ る ，

オ ン グ の 定義に よる 「書記の 文化」がそれ まで の

オ ーラ ル ・コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン に は 含 まれな い 言

葉 と い うメ デ ィ ア を視覚的 に分析可能な媒体 をし

て 位置付 け られて い る 事に 大 きな特徴が ある。し

か しその 中に おい て 「形式論理的 な推論」，「幾何

学的図形 の 理解」，「自己分析」等は 「書 く」と い

う作業段 階の 身体的 テ ク ノ ロ ジーを獲得 して 初め

て可能にな っ た 思考様式で あ る と述べ ，こ の 様な

議論 を さらに発展 させ
， 電子的情報媒体 を通 じ て

の 自己情報発信的手段の 提言を行 っ た マ ーク ・ボ

ス タ
ー

は ，電子的情報交換 の 段階 に 移 り自己 は脱

中心化 され ，不確実性の 中で 多数化 され る と指摘

して い る 。

　ポス ターの こ の 指摘は あくま で 情報発信者 とし

て の 自己 は ，不確実な情報空 間の 下 で の 自己反省

的瞬 間の 積み 重ね を経験的に 進ん で い く段階で ，

自己生成的プ ロ セ ス を経て ，社会的
・
文化的再生

産構造の 中に 自己 を参加 させ て く事を示唆 して い

る と解釈 出来 る と思われるが ，ポ ス タ
ー

の こ の 様

な電子的 コ ミ ュ
ニ ケ

ーシ ョ ン媒体の操作段階の 最

終 的議論 に 至 る まで に む し ろ本稿で非常 に慎重 な

態度 で 向 き合 わない とい けな い と思われ るの は ，

ポ ス タ ーの 思考 に 至 る まで の オ ン グ の 「書記 の 文

化」の 概念 に包摂 され る様 な，視覚的に分析可能

に な っ た身体的テ ク ノ ロ ジ ー
で あろ う 。

　その 中で は上述 した 「形式論理 的な推論」，「幾

何学的図形の 理 解」，「白己分 析」の技術 を初め て

獲得 され る と され ，その実際的現場で は彼が第
一

義的な条件 と して定義 して い る 「書 く」 と い う作

業に お い て 初 めて 論理演繹 的 ，問題解決的思 考様

式は研摩 ・発展 される容態 で あ り得 ると い う部分

で ある。

　 また 「幾何学的図形の 理解」と い うもの は本稿

で 確認す べ き重要な要素で あ り，また その
一

連の

論理演繹的 ・問題解決的思考様式修得の た め の 例

示的作業の 一
つ で ある とも考え られる 。

　現在 ，電 子的 コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン の 手段で ある

コ ン ピ ュ
ータ ーの 学校教育の 中へ の 浸透は 急速な

早さで推進 されて い るが ，そ の 様な電 子的 コ ミ ュ

ニ ケ ーシ ョ ン手段 を十分 に使 い こ な し情報の 発信

能力 を示すために は，メ デ ィ ア の 変容段階にお い
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ては オ ン グ の 様な 「書記の 文化」に 象徴的に 確認

され る様な身体的技術で ある ，論理 的また は演繹

的思考様式 ，さ らに問題解決型の ス キ ル が情報発

信主体 に 保持 されて い な けれ ばな らな い と考 え ら

れ る。

　旧文部省が平成 11年 9月に 発表 し た 「教育課程

実施状況 に関す る総 合的調査研究」，
一

般 的に は

「新学力調査」と い う形で確認 されて い る調査で は
，

自分の 考 えをまとめ表現する能力や物事 を因果関

係をもとに推察する能 力は ，優れて い るとは断定

出来ない とい う結果とな っ た。

　井上安達らの分析は学生個人に おけ る思考能力 ，

判断能 力 ， 表現能力の 低 下傾向に警鐘をな すもの

で あり．天野 は こ れ らの 調査結果か ら認識 され る

べ きは
， 学習指導要項改訂に確か な論拠 を与え る

もの で ある と して 指摘 し，各学校の 教育課程や 学

習指導 の 課題 の
一・
端 を表わ し た もの と し て 搬 的

な教育課程の 基準の 在 り方に 批判的な提言 を行 っ

て い る 。

　天野 は
， 思考力や表現力を養う ため には 問題解

決や体験 を重視 し た学習 をもっ と取 り込む 必要が

ある とし ，子供の 論理 的 ・創造的思考 は 、日常の

生活過程で 矛盾や緊張 をは らん だ問題状況 に根 ざ

し 「なぜ 」と問 う場面 設定 ，注意深 い 観察 ，見通

し （仮 説）の 設定 ，また既に触れて きた ピァ ジ ェ

の思考に通ずる五感 をフ ル 回転 させ た対象 へ の 働

き掛 け ，そ の 結果 に よる見通 し の 修 正 ・解決 と い

う自己組織的編集 プ ロ セ ス の 重要性 を強調する形

で ある と認識 されよ う。これは既存の 教育現場に

おける学習指導形態 また は教育カ リキ ュ ラ ム の 脆

弱性を指摘する論述で ある。

　高度情報化社会 にお ける 「コ ー ド化された無眛

乾燥的 な」電子的情報環境の 下で ，丁寧に命題を

与え られ て は い な い と い う困難 な状況 で 自ら解

釈 ・論理演繹的作業 を段階的 に遂行 し，対象へ の

働 き掛け の 必 要性が迫られて い る とい う意昧で は
，

限定 的教育 カ リキ ュ ラ ム の 現場 と して は ，オ ング

の 「書記の 文化」の 説明に 含 まれ ると推察 され る

「数学的解釈」の ，更に細 か く限定すれば彼が指摘

した 「幾何」の 解釈能力養成 に お ける教授 につ い

て の議論で はな い か と考えられるの で ある。

　 こ こ で
一

般 的教育現 場にお い て の 数学領域の カ

リキ ュ ラ ム 変遷に つ い て確認 して みよ う。教育過

程審議会の 「中間 ま とめ」や そ の 後の 報道 に よ る

と，小 ・中 ・高校の 図形 ，幾何教育 に つ い て は内

容の大幅な削減が指導時間数の 削減 とと もに 実施

され よ うと して い る。

　内容項 目と して は 小学校か ら 「図形 の 合 同」，

「線対称」，「縮図や拡大図」及び 「柱体 と錐体の 表

面積 ・体積」，「円錐な どの立体図形」の 分野が中

学校に移行 し ，中学校の 図形で は 1年の 「立体図

形の切断」の 削除 ，2年の 「三 角形の 重心」，3年

の 接弦定理な ど の 「円の 性質に 関する内容の 一部

を高校 へ 移行 し，また駒野 が指摘 して い る様に高

等学校で は関数 ・代数の 指導 が主体 とな り，
一次

変換の 復活は な く現行の 複素数平面の 分野 が な く

な り，幾何的 ・図形 的思考は解析幾何 と ベ ク トル

だ けで よ い と い っ て よ い ほ どの 簡素な物に な る と

い う。

　こ れ らの指導要項 の 変更 は単純 に 今 まで
， ある

特定の 就学時期 に教授 されて きた 内容が先 送 り さ

れ ，また削除 され る事 を示 して お り，現在 まで指

導を受 けて きた学生 よ りも明 らか に数学的演繹能

力 ・論理的思考能力等の 逓減 をもた らす もの で あ

ろ う。

　例 えば幾何 的 ・図形的問題 は ，定理の 暗記 によ

っ て解決 され るもの で は な く，それ ら図形の 性質

の 有機的 つ なが りに つ い て の 認識が重要で ある と

よ く強調 され る様に ，特 に論理演繹的 ・帰納法的

思 考能力 が厳密 に 試 され る 分野で あ る。つ ま り特

定の 問題 を解決の プ ロ セ ス へ と導 くた めに ，ど の

様 な有限個の 操作 をある
一

定の 順序で 行う か を一

義的に決定す る作業 で あると，ア ル ゴ リズ ム 的思

考と し て 一般 的に認識 されて い る分野で あると さ

れて い る。

　清水は 「幾何の 証 明が批判的 ・反省的思考を養

成するための 手段とし て 用い られ得 るような授業

手続き」を明 らか にす るとい う ，
H ．P．フ ォ セ ッ ト

（1938）の 実験的論証指導の 論文 を引用 し，数学教

育における メ タ認知研究 にお ける成果 を発表 し て

い る が ，こ こ で 重要な の は数学教育または狭義的

認識で は一般 学習課程に お ける 「幾何的分野」に

焦点をあて て い る点で ある 。

　矢野は ，現在の 高校数学 にお い て幾何学的内様

を扱 う項 目 と し て は ，数学 1 の 三 角比 ，数学 H の

「図形と方程式」，「関数の 値 と変化 （微分係数 と接
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線）」，数学皿 の 「微分 ・
積分」，数学A の 「平面幾

何」，数学 B の 「ベ ク トル 」，「複素数 と複素数平面」，

数学 C の 「い ろ い ろな 曲線」と い う様に全項 目の

約半数に の ぼ る と指摘 し，それがすべ て部分的に

しろ幾何学的内容 を扱 うに もか か わ らず 「平面幾

何」以外の 項 目の 学習 にお い て は 「平面幾何」 の

学習を必要 と しな い カ リキ ュ ラ ム設定で ある と分

析し て い る 。

　 また 同時に 「平面幾何」の 扱 う対象 は 目に見 え

る図形で あ るが ，図形を絵 と し て た だ見つ め る の

で は な くその 図形の持つ 普遍的な性質や 計量を作

図の様な物理的操作や論理的思考の過程 を通 して

処理 する所に 「平面幾何」の 特徴が あ る と述 べ て

い る 。 これは つ ま り特定の 問題解決の 過程に お い

て 自己 の 体系的に整理 され た学習項目相互の 連関

へ の着眼点を重要視する もの で あ る と整理 されて

い る訳で あ り，や は りそ の 一
連の 問題解決過程 に

最終的に総動員 され厳密に求め られ る個人的資質

とい うもの は
， 自己の 知識 ，情報 に対する論理演

繹性 ・帰納法的問題対処の ス キル で あると考 えら

れ る。

　 し か し なが ら既に 確認 し て きた様 に ，教育過程

審議会の 「中間報 告」 を確認す る限 りで ，今後 ，

高等学校で は 関数 ・代数の 指導が主体 とな り ，

一

次変換の 復活は な く現行の 複素数平面の 分野 がな

くな り，幾何 的 ，図形的思考は解析幾何 とベ ク ト

ル だけで よ い と い っ て よい ほ ど の 内容 にな る。こ

れ は論理演繹的 ， また更 に は帰納法的思考の 下で

初めて生 まれ る批判的思考 ・問題解決型の 思考の

養成 ，また は その 延長に期待 され る ・自己情報発

信型 と い う 「新学 力観」 に 基づ く人の 養成 と は 全

く遡求する形で の政策推進で ，危惧 される もの で

はな い か 。

6．お わ りに

　今後の 情報化社会を生 き抜 くた め には ，情報 リ

テ ラ シ ー
能力が要求 され る とい う議論は数 多く見

られ る 。 しか しそ の議論の根本に ある の は ，膨大

な情報の 渦 の 中か らそ の 情報が 正 し い もの か ど う

か また 自身の 問題設定 に対 して ど の様 な位置付 け

に ある情報な の か を論理的に考察 ・判断 し
1 適切

に選択 して活用 して い くと い う論理演繹的 ・帰納

法的思考能力養成の 必要性で あろう。

　その ため に は 「他者の 考 え方 を正 し く理解する

能力」と 「自分の考えを正 しく相手に伝える能力」

を 一一fiした形で養成 され なければな らな い もの と

考 え られ る 。 この事 を踏 まえ る と平成 15年度か ら

一斉実施 され る情報教育 に 対す る調整 ・整理プ ロ

セ ス よりも数学教育にお け る論理演繹的思考能力

の 養成 ，つ まり 「筋道を立て て 論理 ，演繹的思考

をもとに考 える と ともに 自分の 考え を止 し く第三

者に表現する能力」の 養成 ，さらに は数学教育に

お い て の特に 「幾何 ・図形」の 論証指導で は 「…

な らば…で ある」事を，解法表現 と して 自ら吟味

し証明す る事 が 自ら必 要 と感 じ る様 な場面設定が

必要で あると指摘 され る様 に ，実社会の 情報環境

に放 り出され た時 ， 自 ら情報編 纂の 「必要」 と感

じ ざるを得 な い 様 な場面設定 が ，今回確認 して き

た数学教育の 現場 にお い て
， 今後更 に求め られ な

くて はな らな い の で は ない か 。今後は数学教育過

程の 再編成 また その 推進 が第一義的問題 と考え ら

れる。

　 旧文部省 に よる改訂の 基本的な狙 い は あ くまで

「自ら学び 自ら考 え る力を養成する事」とい う項目

で ある。 それは各教科及び 「総合的な学習の 時間」

で 体験 的な学習 ・問題解決的 な学習の 充実 に より

論理 的な思考力や表現力の 育成 を重視す る傾向が

確認 で きるが，本稿で確認 し ，また島村 が指摘 す

る様 な 「結論 を支 える数学的 な推論 を明確 にする

発問や ，課題提示 ・設定 を直感的な思考が 多く用

い られ る」「幾何 ・図形的分野」の 「数理 的思考様

式」の 削減は今回の改訂根拠には反する趨勢で あ

ろ う。

　 今後 ，数学教育の 現場で は論理演繹的 に筋道 を

立 て て第三者 に説明を余儀な くさせ る様な分野の ，

論理的な思考力の 素地 を養 う学習指導を多分 に含

む 「数理的思考様式」 は ，
一層 カ リキ ュ ラ ム 中に

補填 されな くて は ならない の で は ない か 。そ の 結

果 ， 自 ら論理 演繹的思 考様 式の もとに 「自己表

現 ・自己情報発信型」の 個人は ，情報 ネ ッ トワ
ー

ク とい うメ デ ィ ア を通 じて 配信 ・
養成 され るので

は な い か 。

　 本稿で は具体的な事例調査や実験観察を含ん で

い な い た め ，仮説的な 記述が ど う して も多くな っ

て い る の は課題 と して 残る 。 今後 は教育現場で具
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体的な新 カ リキ ュ ラ ム が動 き出 した時期で の 観察

結果を蓄積 させ ，調査報告書 と し て 結実 させ て 行

きたい 。
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